
大腸ポリープ・粘膜切除術を受けられる           様へ(１泊２日用)  

内視鏡を用いて大腸を観察後、ポリープを切除します。                              

ゴール目標：出血や強い腹痛がなければ退院となります。                     福井赤十字病院 消化器内科 

 当日（治療後） 治療１日目 

  月 日 / / 

処置  ・点滴の針を抜きます 

安静度 ・トイレまで歩けます  ・制限はありません 

食事 ・夕食より普通食がでます ・普通食です 

観察 ・治療後に行います ・朝 1回行います 

教育指導 

 ・看護師が退院後の生活について説明します 

その他 

・入院療養計画書をお渡ししますので、署名のうえお出しください ・退院療養計画書をお渡ししますので、署名のうえお出しください          

 

次回再診日   月    日    時 
・切除した細胞の検査結果の説明があります 

説明者 
  

＊状態に応じて予定が変わることもあります。何か質問があれば看護師にお聞きください。主治医(          ) 担当看護師(          ) 

 

・治療後１週間は以下のことを守りましょう 

① 遠出を控える 

② 激しい運動を避ける 

③ 暴飲暴食はしない 

・治療後２週間はアルコール（養命酒や梅酒も含む）の

摂取はやめましょう 

・退院後、多量の下血（排便の出血）や強い腹痛が 

あったときは受診してください 

入院費は、ひと月ごとの【自己負担限度額】＋【食事負担額】＋【その他（個室料、診断書料など】合計です。 

自己負担限度額の確認ができない場合は、本人の負担割合（1割～3割）での請求となります。        請求に関する問い合わせ先：病棟事務員（医事第一課） 

 


